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カラーマッチング技術とその応用
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コンピュータ及びネットワークの発展と普及によって電

子ショッピング，電子美術館，遠隔医療診断等のサービス

が期待されているが，それを実現する上で，色再現に関す

る問題が最近クローズアップされている。

色再現の課題は， 色を効率良く管理するためのシステ

ム上の問題， デバイスごとの色再現特性を反映した高精

度色変換方式をどう実現するかという問題，に集約できる。

システム上の問題は，現在，色を管理する機構がパソコン

のOSに標準搭載され，また標準化の動きもあり，解決さ

れようとしている。高精度色変換方式については，現在ま

でに様々な方式が提案されているが，決定的なものはまだ

ない。

そこで，デバイスの色再現特性及びデバイス間色再現を

考慮した色変換方式を開発し，それを使ったカラーマネジ

メントシステムを構築した。この色変換方式では，各デバ

イスの色再現域を色域内，再現できない色再現域外を色域

外と呼び，色域ごとに二つのステップで処理を行う。つま

り，第１ステップでは，色域内の色について，測色によっ

て得られる測色値を基に標準色空間とデバイスの信号値と

の対応関係を求める。第２ステップでは，標準色空間にお

いて，色域内の色を色域外へ主観評価実験に基づいてマッ

ピングする。この方式を組み込んだカラーマネジメントシ

ステムを構築し，その性能を確認した。

事前処理として，プロファイルビルダを用い，119色のテストチャートを測色し，デバイスの特性を表すプロファイルを自動生成する。イメ
ージスキャナから標準色空間を，標準色空間からディスプレイモニタ又はプリンタへの色変換を，色管理モジュールとデバイスごとのプロファ
イルを用いることにより，デバイス間の色合せが可能になる。

カラーマネジメントシステムの構成
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